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要 約  
 
 ニオイの知覚は，複雑な化学信号を一つのまとまりを持った対象物と
して統合的に捉えることで成立する。そのためには，多様な化学物質に
対する受容パターンを意味づける知覚学習が必要となる。知覚学習の内
容は個人の経験に依存する。そのためニオイの知覚は，知覚場面におけ
る様々な文脈や，知覚者の期待に依存して柔軟に変化する。 知覚者の期
待は，知覚場面の文脈や，知覚者の人格特性などから形成される構え（ s e t）
によって促される。通常，知覚処理は多感覚的であり，視覚的手がかり
など嗅覚以外の情報が存在する場合には，その刺激が持つ意味や価値に
合わせてニオイの知覚が変容される。しかしながら，同じ知覚場面に存
在する他の嗅覚刺激から受ける影響に関しては，これまでに詳細な検討
が行われてこなかった。本論文では，複数の刺激を一つずつ評価する過
程の時間的な処理順序によって生じる文脈に着目し，先行した刺激と現
在の刺激との関係性や差異により，後続刺激に対するニオイの知覚が影
響を受けるか（第 2 章），さらに，好ましさの基準に照らして刺激を比較
する過程で，比較対象の刺激間の関係性によって，選択の過程で現れる
ニオイの知覚に付随する行動や，最終的な選択結果へどのような影響が
及ぶかを検討した（第 3 章）。  
 第 2 章では，まず実験 1 より，あるニオイに対する感情反応（快不快）
が，時間的に近接して提示された評価対象の他のニオイとの関係性によ
って相対的に変化するという，本研究目的の前提となる現象が確認され
た。具体的には，様々なカテゴリから集められたニオイの弁別性が高い
刺激セットに比べて，単一カテゴリから集められた弁別性の低い刺激セ
ットでは，同じセット内のニオイの間の快不快度の差が縮小し，各セッ
トに共通して属する特定のニオイの快度もこれに連動して低下した。実
験 2 では，カテゴリが同じ刺激が続いた後に，それらとは異なるカテゴ
リの刺激が提示された場合の，ニオイの質への影響を，ニオイの可食性
をカテゴリ変化として検討した。その結果，非食品カテゴリの刺激後に
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提示された，食品カテゴリの刺激に対しては，ニオイのポジティブな印
象や特徴性が，やや低下して評価された。一方で，何のニオイであるか
名前が付けやすく，親近性の高い刺激は，先行刺激から影響を受けない
ことが示された。  
 先行刺激との特徴の差異による影響は，刺激の濃度（実験 3）や感情
価（実験 4， 5）の側面で現れた。すなわち，先行刺激と現在の刺激との
濃度や感情価の差異に対して，その差異が拡大される方向へ評価される
という対比の現象が生じた。特に，ニオイの快不快における対比につい
て，視覚との比較を含めて行った一連の実験結果より，嗅覚では，刺激
の感情価が不快から快方向へ切り替わった際には，その感情価差が過大
評価される規模が小さく，明確な対比が生じない特徴が見出された。  
 対比の現象を検討する過程で，感情価が同程度である複数の刺激に対
する好ましさの評価は，系列後半にかけて徐々に低下する傾向も認めら
れた。系列評価の場面では，次に出現する刺激が未知であるため，評価
者は先行刺激によって形成された構えに照らして後続刺激を知覚し，そ
のフィードバックを受けて構えが更新されると推測される。したがって，
評価に際して第一の基準となる系列初めの刺激は，相対的に評価が高く
なりやすく，上記のような評価の変動が生じると考えられた。そこで実
験 6 では，感情価が同程度である複数の嗅覚刺激を一通り嗅いだ後に，
改めて各刺激の好ましさ評価を系列的に行ったところ，刺激系列内での
評定値は変動しなかった。これより，対象刺激に関する事前の情報が無
い系列評価では，刺激毎に構えの更新が行われているという上記の仮定
が支持された。このように，評価前に形成された構えは，形容語を用い
たニオイの質の評価においては，ニオイの評価基準を大きく変えるよう
な影響は認められなかった（実験 7）。ただし，対象刺激のニオイが互い
に似ているという構えが事前にあることで，ニオイの特徴を明確に弁別
しようという評価態度が促進される傾向がみられた。したがって，ニオ
イの質に関して分析的に知覚する場合には，評価に際しての態度や評価
対象への関心度といった，個人特性に基づいて形成される長期的な構え
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が，より大きく影響する可能性が示唆された。  
 第 3 章では，はじめに，好ましさの基準による多肢選択の過程で，各
選択肢に費やす知覚処理の時間と，最終的な選択結果との関連性を検討
した。実験 8 より，複数のニオイを自由に嗅ぎ比べて選好判断を行った
場合には，最初に各刺激をそれぞれ嗅いだ時点で，最終的に選ばれた刺
激は，選ばれなかったその他の刺激よりも長く嗅がれるという，処理時
間のバイアスが示された。この現象は，各刺激を最初に知覚した段階で，
よ り 選 択 基 準 に 適 し た 刺 激 に 対 し て 選 択 的 に 符 号 化 処 理 （ G la ho l t  &  
Re in g o ld ,  2 0 09a ,  b ;  S c ho t t e r  e t  a l . ,  20 1 1）が行われるために生じると考えら
れる。すなわち，個人の嗜好が自覚的な判断に先立って行動に現れるこ
とを示すものである。ただし嗅覚では，選択刺激に対する処理時間のバ
イアスが，特徴の弁別が容易な刺激を選択肢とした場合や，評価者が刺
激間のニオイを弁別できていた場合に限って生じることが，触覚との比
較も含めて示された。これは，刺激間の弁別処理が，他の感覚に比べて
困難である嗅覚の特性を反映したものと考えられる。また，知覚処理の
バイアスは，各刺激への初回接触時点に限り生じ，嗅覚では，最初の接
触時点で行われる知覚過程が重要であることが示唆された。  
 そこで実験 9 では，選択肢の各刺激へ 1 回ずつ接触した場合に，一つ
だけ長く嗅がせた刺激に対して選好が形成されるかを検討した。しかし，
鼻呼吸周期を実験的に制御して吸入時間を操作しても，長い嗅ぎ時間が
選好を促すような傾向は認められなかった。鼻呼吸周期の制御が完全で
はなかったという方法論的な課題も残されたが，実験 8 の一部で現れた
知覚処理と選択結果の関連は，自発的な知覚処理によって生じるもので
あり，嗅ぎ時間がニオイの選好へ影響した結果ではないと考えられる。  
 1 回接触により選好判断を行う場合，知覚処理の時間的順序がより大
きく影響することが推測される。そこで実験 10 では，互いに弁別性の高
い刺激セットまたは弁別性の低い刺激セットについて， 1 回ずつ接触後
に選好判断を求め，接触順序別の選好割合を比較した。その結果，弁別
性低セットでは， 1 番目に嗅いだ刺激へ選好が偏った（初頭効果）。系列
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評価において，特徴の類似した刺激へ反復接触することによって，その
特徴に対する感覚的な馴化が生じ（ Bi sw a s  e t  a l . ,  2 0 14），最初に接触した
刺激の印象が相対的に強くなったことが，選好に結びついたと考えられ
る。また，実験 1 0 で生じた初頭効果は，感情価が同程度の刺激に対する
好ましさの評価が，刺激系列の後半にかけて徐々に低下する変動傾向を
反映したものとも考えられる。  
 以上の二つの評価過程に関する実験結果より，嗅覚において特に重要
な快不快の知覚は，同一知覚場面に存在する他の嗅覚刺激から影響を受
けることが明らかとなった。複数刺激への系列接触で知覚処理の時間的
順序が発生する場合に，現在の刺激に対するニオイの知覚は，先行した
刺激の関係性から形成された構えによる影響を受ける。本研究の一連の
知見は，この知覚過程のモデルを支持するものであり，他の感覚モダリ
ティで確認されている現象が，嗅覚でも生じることを示した。その一方
で，嗅覚特有の傾向もいくつか見出された。一つは，系列評価で生じた
快不快の対比現象の生起傾向より，ニオイに対する感情反応は，快方向
と不快方向で異なる可能性が示唆され，嗅覚における快不快の知覚につ
いての検討では，感情価の方向性を下位分類する必要性が認められた。
また，選好判断の過程で生じる，選択刺激への知覚処理バイアスには，
選択肢間の弁別性という刺激の関係性が影響要因となり，接触順序 が選
好判断に関与する場合にも影響を及ぼすことが示された。  
 これまでの嗅覚心理学研究では，ある嗅覚刺激に対して知覚されたニ
オイの質的特徴に依存して，快不快の知覚が生成されるという，オブジ
ェクト中心理論を支持する実験的検討が多く提示されてきた。本研究の
知見は，従来の知覚過程モデルに，刺激間の関係性と知覚の時間的順序
性という次元を新たに加え，その理解の拡張に貢献するものである。  
 
